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9月：草原先生と
シンガポール出張
「Self-studyって
何でしょうね？」

2月:Dr. Mielke
とAliciaとの出会
い。広大の国際シ
ンポジウム

5月:オランダの
Self-studyグ
ループで
Lesson Studyの
話題提供・・・・

6月:Dr. Jess
（エディンバラ大
学）体育のS-S
グループを構築
しようとしていた

5月:帰国後，科研
で「S-SPEG」を
結成。しかし、
自然消滅・・・

12月:武蔵大学で自己
のS-Sを発表。反応が
「イマイチ」！！＆
Dr. Swennenが・・

8月～:濱本先生
（名桜大学）とのア
スリートアイデン
ティティとTEorアイ
デンティティを問う
S-Sの論文を作成

10月～:武田先生
たちとSamaras先
生の「本（S-Sにつ
いて）」についての
翻訳作業に従事

9月:あるS-S
研究者に共同
研究を持ち寄
るが‘リジェクト’
される・・・

アイデンティティ・クライシス
（日本人として）

アイデンティティ・クライシス
（TEor & Researcherとして）

サバティカル
でオランダ

岩田昌太郎（広島大学）とセルフスタディ（研究）との出会い

春:自分のゼミ生
がS-Sの論文を
作成『Studying 

Teacher Education』。
‘リジェクト’され
る・・・

スライ
ド3枚
のみ



教師教育のコミュニティー
：山内先生・大西先生の発表資料より

日本の大学教員におけるアイデンティティの二面性
：木原先生の発表資料より

「教師教育のペダゴジーの
確立・発展」

：佐々木先生の発表資料より



■私の3つの「ショック」からみたセルフスタディの研究

 セルフスタディの特質のひとつ「公表（公開性）＝研究論文としては✖」。
しかし，3つの「ショック」を経験したことは，悪いことばかりではない。

（３）Professional Development（専門性開発） as 教師教育者としても研究者としても

（2）クリティカル・フレンドの2面性への気づき（される立場とする立場）

（1）自己の「実践（practice）」と「ペダゴジー（pedagogy）」を変容させることに気づく

【そのほかへの期待も】
①日本の現職教員の研修には有効なのかもしれない。
②大学教員のFDを機能させる一つのツールになるかもしれない。

一方，なぜ，ずっと“もやもや”するのか。＝自分に臆病（性格分析）？ 文化的な背景や立場
（アイデンティティ）が違えば・・

＜自己探求（自己分析）によるアイデンティティの再構築＞
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